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学校経営方針
人権教育を中心にすえ、「互いに認め合

い、差別をしない・させない・見過ごさ
ない子供」を育てる。

・学力の向上
・生活習慣の確立
・豊かな心の育成

各教科の指導の重点

○児童が主体的に学習活動に
取り組む場、対話的な学習
の場を意図的、計画的に設
ける。
○指導と評価の一体化を図り、
児童の学習状況に応じた指
導を進める。
○算数の習熟度別指導を進め、
基礎基本の定着を図る。
○言語環境を整え、言語能力
の向上を図る。

総合的な学習の指導の重点

○探究的な見方・考え方を働
かせ、横断的・総合的な学
習を行うことを通して、学
び方や考え方の習得を図る。
○地域の人等との学習を通し、
自ら社会に参画しようとす
る態度の育成を図る 。

道徳教育の指導の重点

○教育活動全体を通して道徳的な判
断力、心情、実践意欲と態度を育
成する
○特別の教科道徳の授業を充実させ
る。
○道徳授業地区公開講座を実施する。

特別活動の指導の重点
○学年･学級･ふれあい班等、集団活
動を通して協調性や社会性を育成
する。
○勤労生産活動などの意義を理解さ
せ、よりよい学校生活を創り出せ
るように努める。

本校における確かな学力

◎自ら求めて学び、考え、正しく判断する

ことができる力

◇人権教育を中心に据えた

全教育活動

◇基礎基本

学習指導要領に示された

目標および内容

☆「自分の考えをもつ」（主体的）「関わり合う」

（対話的）「振り返り、深める」（深い学び）

の学習過程

☆基本的な生活習慣・学習習慣

☆体力づくり、運動習慣

☆オリンピック・パラリンピック教育の推進

生活指導の重点
○よりよい人間関係を築くために受容
的な学級・学年の風土を作り上げる
ような指導を行う。

○互いに認め合い共に生きる児童の育
成を目指し、目標を徹底する。

○「自分の命・安全・健康は自分で守
る」健康安全教育の徹底を図る。

キャリア教育の重点
○見通しを立て、学んだことを振り返
る機会をもち、自己肯定感をもてる
ように励ます。

○中学校との連携を図り進路選択など
組織的援助に努める。

外国語活動の指導の重点

○外国語に慣れ親しみ、言葉
の面白さや豊かさに気付く
授業の展開を工夫する。
○コミュニケーションを図る
ことの大切さに気付くとと
もに、外国の文化について
理解を深めるため体験的な
活動の充実を図る。

本　校　の　授　業　改　善　に　向　け　た　視　点

指導内容・指導方法

の工夫

教育課程編成上の

工夫

校内における研究

や研修の工夫

評価活動の工夫 家庭や地域との

連携の工夫

幼保小連携・小中

一貫教育の視点

・主体的・対話的で

深い学びの実現に

向けた指導を工夫

する。

・授業のねらいを明

確に示し、板書、

ノート指導、発

問、振り返りを丁

寧に行う。

・話し合いでの学習

形態について１日

３回以上、ペア・

グループ・学級全

体を効果的に取り

入れ聞く力、話す

力が身に付く授業

を実践する。

・算数で習熟度別

による個に応じ

たきめ細かい指

導をする。

・朝読書や読書月

間等で、読書活

動を推奨し、読

書の習慣化を図

る。

・第５、６学年に

　おいて、１単位

　時間１５分の外

　国語モジュール

　学習を週３回行

　い、英語に慣れ

　親しむことがで

　きるようにす　

　る。

・「学び合う力の

育成」を重点と

し、関わり合い

の質の向上を意

識して人権課題

への取組を中心

に研究授業を全

学年実施する。

・研究の手だてを

日常的に行う。

・９年間を見通し

た人権尊重教育

の課題改善カリ

キュラムの実践

的研究を通して

改善を進める。

・指導の振り返

りを学習のつ

なぎに生かす

学習過程を重

視する。

・授業や諸活動

の中で随時適

切な評価を加

え、評価と指

導の一体化を

目指す。

・めあてと振り

返りを設定し

　自己評価・相

互評価力の向

上を図る。

・学校公開、各

種便り、ホー

ムページ、保

護者会、ＰＴ

Ａや地域の活

動等を通し

て、情報の発

信・受信を確

実にする。

・学校支援コー

　ディネーター

　を中心に地域

　人材バンクを

　活用し、地域

　を生かした学

　習活動を推進

　する。

・１年生入門期の

スタートカリキ

ュラムを編成実

施する。

・９年間を見通し

たカリキュラム

に基づいた学習

内容を工夫す

る。

・家庭学習の継続

的･系統的な指

導を進める。

（自主学習ノー

ト等）

授業改善策の検証方法

○自己評価シート〔自尊感情測定尺度（・自己評価、自己受容・関係の中での自己・自己主張、自己決定）〕

○教師の観察から（学校経営計画「職務目標・評価チェック指針」）　○学力調査結果についての分析　　

○児童・保護者へのアンケート（学校評価）　○学校評議員会での学校経営計画にかかわる評価

学校教育目標

○つよく(心身の健康）

○かしこく（意欲、自主性、創造性）

○あたたかく（人権の尊重）

保護者・教師・地域の実態、願い

○保護者・地域等は、学校教育に対し
て理解し、協力的である。
○「子供の幸せ」という共通の願いに
立ち、「みんなの子供をみんなで育
てる」ことを行動化していく。
○公共施設、住宅地が多い。地域行事が
盛んである。


